
県
教
委
は
4
月
か
ら 、
教
職
員
の
体
罰
再
発
防
止
策
の
研
修

を
始
め
た 。
そ
の一
環
と
し
て
取
り
入
れ
る
の
が
「

ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト」
と
呼
ば
れ
る
心
理
ト
レ
ー

ニ
ン
グ 。
怒
り
の

感
情
を
制
御
す
る
も
の
で 、
企
業
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
に
も
活
用

さ
れ
て
い
る 。
研
修
に
関
わ
る
日
本
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

か
わ
さ
き

協
会
九
州
支
部
の
川
寄
昌
子
副
支
部
長
は
「
自
分
の
怒
り
の
ポ

イ
ン
ト
を
意
識
し
て
見
つ
け 、
適
切
な
指
尊
法
を
学
ん
で
ほ
し

い」
と
し
て
い
る 。

県
教
委
が
教
職
員
研
修
ス
タ
ー
ト

ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は

怒
り
を
な
く
す
の
で
は
な
く 、

怒
り
と
上
手
に
付
き
合
う
こ
と

を
目
指
す
訓
練
法 。
同
協
会
は

2
0
1
1

年
に
設
立
さ
れ 、
全

国
に
8
支
部
あ
る 。
協
会
の
有

資格
者
が
講
座
や
研
修
な
ど
を

開
催 。
介
護
や
福
祉 、
飲
食
な

ど
の
事
業
所
か
ら
の
依
頼
が
年

々
増
え 、
昨
年
の
受
講
者
数
は

設
立
当
初
に
比
べ
10
万
人
多
い

約
18
万
人
に
上
っ
た 。

講
座
や
研
修
で
は 、
チェ
ッ

ク
リ
ス
ト

な
ど
を
使っ
て
怒
り

の
傾
向
や
特
徴
を
自
己
診
断 。

有
資
格
者
と
面
談
し
た
り 、
感

欝
に
な
っ
た
場
合
の
対
処
法

を
受
講者
同
士
で
話
し
合っ
た

り
し
て 、
怒
る
必
要
性
を
見
極

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る 。
期
間

は
最
短
1

時
間 。
3
週
問
程
度

か
け
る
こ
と
も
あ
る 。

将
棋
の
最
年
少
プ
ロ
棋
士 、
藤
井
聡
太
四
段(
14)
は
2

日 、
大
阪
市
の
関
西
将
棋
会
館
で
指
さ
れ
た
棋
王
戦
予
選

決
勝
で
澤
田
真
吾
六
段(
25)
を
破
り 、
プ
ロ
初
対
局
か
ら

公
式
戦
20
連
勝
を
達
成
し
た 。
無
敗
を
続
け
る
天
才
棋
士

が
自
身
の
持
つ
デ
ビ
ュ
ー

後
の
連
勝
記
録
を
更
新 、
大
台

に
乗
せ
た 。

怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き

る
と 、

集中
カ
ア
ッ

プ
や
接
客

カ
の
向
上 、
部
下 、
生
徒
に
対

す
る
適

切な
指
導
な
ど
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
い
う 。
川
寄

副
支
部
長
は
「
日
本
人
は 、
ロ

で
言
わ
な
く
て
も
察
し
て
ほ
し

い
と
考を
が
ち 。
自
分
の
期
待

が
相
手
に
伝
わ
ら
ず 、
腹
を
立

て
て
し
ま
う
人
が
多
い」
と
分

析
す
る 。

県
教
委
に
よ
る
と 、
16
年
度

に
体
罰
で
懲
戒
処
分
や
指
導
な

ど
を
受
け
た
教
職
員
は
計
52

人 。
件
数
自
体
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が 、
一
部
に
体
罰
を

繰り

返

す教
職
員
が
い
る
た
め 、
ア

ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り

入
れ
根
絶
を
図
る 。
処
分
を
受

け
た
教
職
員
ら
に
4
月
か
ら
1

年
間 、
体
罰
再
発
防
止
の
た
め

の
指
導
力
向
上
研
修
を
義
務
付

け 、
6
月
29
日
に
ア
ン
ガ
ー

マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修
を
受
けさ
せ

歪
処
分
を
受
け
て
い
な
い
希

望
者
に
も
対
応
す
る 。

川
寄
副
支
部
長
は
「

手
を
上

げ
な
い
と
生
徒
に
伝
わ
ら
な
い

と
思
う
教
職
員
は 、
指
心
と
体

罰
の
境
界
線
が
曖
昧
に
な
っ
て

い
る 。
自
分
の

要望
や
気
持
ち

を
言
葉
で
相
手
に
き
ち
ん
と
示

す
こ
と
が
大
切
だ」
と
話
し
て

い
る 。

対
局
は
同一
局
面
が
4
回
現

れ
た
時
点
で
無
勝
負
と
な
る
千

日
手
と
なっ
た 。
休
憩
を
挟
ん
で

行
わ
れ
た
指
し
直
し
対
局
は
藤

井
四
段
の
先
手
番 。
難
し
い
局

面
が
続
い
た
が 、
1
5
5
手
ま
で

で
相
手
を
投
了
に
追
い
込
ん
だ 。

公
式
戦
の
最
多
連
勝
記
録
は

申
至ム
芸
＼
皮(
16
Wが
1
3
3

将棋•最年少棋士

歴
代
6
位、
デ
ビ
ュ
ー
後
無
敗

山吾

藤
井
四
段
が
20
連
勝
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アンガーマネジメントについて話す
川寄副支部長 一長崎市内

制御を

（
古
瀬
小
百
合）

言
論
と
表
現
の
自
由

る
国
連
特
別
報告
者
の一

ッ
ド・

ケ
イ
氏
が
2
日

都
内
で
記
者
会
見
し 、一

公
表
さ
れ
た
対
日
調
査

を
日
本
政
府
が
批
判
し 一

こ
と
に
つ
い
て
「

解
釈

違
い
は
あ
る
か
も
し
i

長
崎
市
は
2
日 、
米＿

月
開
催
さ
れ
る
核
兵
器

約
制
定
に
向
け
た
交
渉

合
わ
せ 、
日
赤
長
崎
原
爆

営
院
長
の
朝
長
万
左
男

を
現
地
に
派
遣
す
る
と
i

た 。
専
門
家
の
立
場
で・

傍
聴
し 、
国
連
の
中
満
泉

当
上
級
代
表
に
田
上
富

の
メ
ッ

セ
ー

ジ
を
届
け
Z

朝
長
氏
は
2
歳
の
時

地
か
ら
2.
7
キ

3

で
被四

医
師
と
し
て
被
爆
者
の�

白
血
病
を
研
究 。
非
政一

(
N
G
o)
核
兵

器廃｛

市
民
長
崎
集
会
実
行
委[

務
め 、
国
際
会
議
で
核＿

以
下
の
プ
ロ
棋
土
ら
が
対
象
の
と
な
る
デ
ビ
ュ
ー

後
11-

上
州
Y
A
M
A
D
A
チ
ャ
レ
ノ
達
成
し
た 。

一
局一
局
を
大
切

ジ
杯
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

で 、
網
恋

り

う

拿

竜
馬
四
段(
27)
と
対
戟
す
る 。

同
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

は
持
ち
時
間

藤
井
聡
太
四
段
の
話

手
で）
指
し
直
し
局
は
先

て
厳
し
く
な
り 、
全
体
的

各
20
分
の
早
指
し
棋
戦
で 、
勝

カっ
た 。
(
20
連
勝
は）

ち
進
め
ば
こ
の
日
に
最
大
3
連
、実

力
か
ら
す
れ
ば
燒
倖
（

勝
す
る
可
能
性
が
あ
る 。

唇
四
段
は
昨
年
10
月 、
史

こ
う）
（
幸
運）
と
し
か

上
最
年
少
の
14
歳
2
カ
月
で
プ
う
が
な
い
で
す 。
連
勝
は

ロ
入
り 。
昨
年
12
月
の
初
対
局
ず、
一
馬一
局
を
大
切
に
i

か
ら 、
4
月
4
日
に
は
新
記
録
しっ
か
り
実
力
をつ
け
た
1

「
意
識
せ
ず
戦
い
た
い

天
才
少
年
の
勢
い
が
止
ま
らー
が
続
い
た 。
最
後
は
持
4

H
、
0

�寸
日只
9『反
UL
ドソ
ヂ／
コ
其
兌ヽ

冬
g
JAご
登
頁
<

15
日
か
ら

米
で
開
催

長
崎
市
i

「
事
実
に
基
づ
く

国
連
報
告
者
が
后

ケ
イ
氏 、
日
本
i


